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血液細胞の鑑別がMay-Giemsa染 色等の死後染色

によつてのみなされていた当時 は芽球の分類は著 し

く困難で あり,白 血病の分類も甚だ不正確で あつ

た.最 近血球検査術式の進歩により特に動態観察が

とりいれられるに及んで不明の分野は著 しく縮小さ

れた.し かしながら,急 性白血病,特 に大部分が芽

球で占められているものについては,今 日なお盛ん

に論議が行われている.現 今では生体観察即ち位相

差顕微鏡観察,墨 粒貪喰試験,ヤ ーヌス緑 ・中性赤

による生体染色等によつて,骨 髄芽球,淋 巴芽球等

の鑑別が略確実になし得るようになつた.し かしご

く一部には鑑別困難な場合があり,電 顕による観察

の進歩と,細 胞化学的検査,螢 光顕微鏡的観察等の

活用によつて,更 に正確な分類が可能になりつつあ

る.私 達の教室においてはこれら諸検査術式のでき

るだけ多 くのものを用いて血球鑑別を試み,綜 合判

定を行い,白 血病分類に多大の成果を収めている.

ここでは特に最近注目され今後の進展が期待される,

細胞化学的検査,螢 光顕微鏡的検査,電 顕像につい

て簡単に述べる.

細 胞 化 学 的 検 査

近年細胞化学的検査法の進歩は著 しいものがあり,

漸 く組織から血球塗抹標本について検索がなされる

ようになつた.血 球における化学成分の局在場所と,

代謝に関するその役割及び病的細胞における化学成

分の変動等を追求 し,白 血病分類にあたつてその相

違点を検討し血球鑑別に役立てようという試みがな

されており,有 用な所見が得 られつつある.

細胞構成成分については,核 酸および蛋白質では,

白血球の種類による有意差は認められていない.炭

水化物の検出には, PAS反 応 と,メ タクロマジー

法があるがPAS反 応 は盛に用いられ,ま た白血病

時には屡 々陽性を呈する. PAS反 応 は成熟好中球で

は陽性であるが,正 常骨髄芽球では大部分陰性,一

部陽性である.白 血病時には陽性のものと陰性のも

のとがある.正 常淋巴球では殆んど陰性であるが,

急性淋巴球性白血病の芽球は陽性を示すといわれて

いる.ま た,正 常赤芽球はPAS反 応陰性であるが,

赤血白血病の赤芽球は何れも陽性を示すとされてい

る9).顆 粒 白血球 グ リコーゲンは,類 白血病反応で

は増加し,慢 性骨髄性白血病では低下することが認

められている12).脂 質 の検出には従来Sudam Ⅲ, Ⅳ

が用いられていたが, Sudan black Bを 用 いると甚

だよく染 る.好 中球顆粒は脂質を含んでおり陽性を

呈するが幼若になるに従い減弱し,骨 髄芽球では陰

性のものもみられる.

好 中顆粒(未 熟顆粒を含む)に は,脂 質,蛋 白質,

多糖類及び酵素が局在 しており,細 胞化学的には安

定Nadi oxidase, Peroxidase, DOPA oxidase,酸

性,ア ルカリ性Phosphatase, Sudanblack B, Di

thizone染 色がある.正 常及び慢性骨髄性白血病の

好中球系細胞は殆んど100%陽 性を示し,正 常及び

慢性淋巴球性白血病の淋巴球 はすべて陰性である.

しかし急性 骨髄性 白血病で は,こ れ らの陽性率が

まちまちであり,或 程度 陽性率 が低下する.特 に

Azur,安 定Nadi oxidase, Peroaidseで 低下がみら

れる場合でもSudan black B染 色では殆んど低下
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せずGiemsa所 見 でAzurに 染 らないもので も,こ

れらの細胞化学的方法を併用することにより,好 中

顆粒特有の陽性所見が得られ淋巴球系細胞との鑑別

が可能になることがある17).

血球 内の酵素 については, Aldolase, Cytochrom

 oxidase, Succinic dehydrogenase, Amylophosphorylase,

等の活性は何れ も好中球系細胞に強 く,淋 巴球系細

胞に低い所見を呈するが,淋 巴芽球についてはなお

充分明らかでない. Enolace活 性 は骨髄芽球では正

常乃至高値を示 し,淋 巴球系細胞では低下がみられ,

急性白血病において細胞鑑別上或程度価値が認めら

れている13).

アル カリ性Phosphataseは 類 白血病反応 で上昇

し16),慢 性骨髄性 白血病で低下する18)が,朝 長19)

のNaphthol-AS-MX phosphate5)を 用 い る方法に

よれば鋭敏度,再 現性ともに極めて良好で簡単に行

うことができる.し かし芽球の鑑別には用い得な

い.以 上の如 く正常細胞と白血病細胞の間並びに各

血球系統における酵素の差異について種々検索され

ているが,い まのところ酵素活性の量的な差が認め

られ るのみで,質 的な差は証明されていない.

Brachet test15).血球 の核はDNaseに よつて消化

されるが,血 球の種類により消化のされ方に差があ

り,淋 巴球は最 も強 く抵抗 し,対 照と同様に核はよ

く染色され るのに対し,好 中球系細胞の核はよく消

化されて後染色に染 らない.こ れを幼若血球の鑑別

に応用 し,淋 巴芽球と,骨 髄芽球を区別することが

できる.し かし,単 球,好 酸球,好 塩基球,赤 芽球

の核は殆んど染色性を失わないので,単 芽球と淋巴

芽球の区別は本法では困難である.

(附).染 色体構成について.慢 性骨髄性白血病に

おいてPhiladelphia染 色 体(第7群 の染色体4箇

が明らかに小さく,長 脚の部分的欠損によるものと

考えられる)が 異常に高率にみ られる他は,病 型に

よる特異性はなく,細 胞鑑別には役立たない11).

螢 光 培 養 法

組織培養培地 に培地濃 度10,000倍 のAcridine

 orangeを 添加 して培養すれば,各 血球系統に特異な

所見が得られる.即 ち増生帯構成細胞の種類並びに

成熟度の種 々な細胞の含まれる割合により,呈 する

色調に差がみられ,且 つ,増 生帯のPatternを も同時

にみることができるのであるが,更 に個 々の芽球に

ついても特異的な螢光像を呈するので, May-Giemsa

所見 で不明のものをも分類することが可能である.

即ち,淋 巴球では核,胞 体ともに帯黄緑色を呈 し,

核膜は最 も厚 く明瞭,核 小体は強緑色であり,核 網

は他の芽球より粗で,胞 体縁は明瞭,少 数の赤色粗

大な顆粒が胞体全域に少数散在し,屡 々小空胞状を

呈する.

骨髄芽球では核膜は緑色不明瞭であ り,核 網は線

細で殆んど螢光を認めず,胞 体の緑色螢光は最も弱

く,微 細針状の橙色顆粒が胞体内に散在する.

単芽球では核膜は最もうすいが,緑 色螢光が強 く,

核網も非常に線細で弱緑色螢光を認め,核 小体の螢

光は他の芽球より強 く,胞 体 も強い緑色を呈する.

細胞中心域は屡々拡大 して黒 くぬけて見え,そ の周

囲に赤橙色顆粒が集簇 し,著 明に空胞化 して花冠形

成を呈する.更 にMay-Giemsa標 本 で芽球と思わ

れる細胞の多 くは,螢 光法ではその細胞の所属を特

徴づける顆粒が少数みとめられ容易に鑑別可能であ

る.

位相差顕微鏡による圧挫標本の観察及び運動形態

の所見及び生体染色所見は各芽球の鑑別上甚だ有用

であるが,こ こでは省略し,終 に一括して表示する.

電 顕 像

血球の電顕的観察の重要性は特殊な操作を加えた

状態でな く,位 相差顕微鏡による観察と同様,細 胞

構成要素が生体内にある場合と極めて近似した状態

で検査 で きる点で 甚だす ぐれている.電 顕像では

May-Giemsa染 色で芽球 と思われる細胞にも,細 胞

の属する系列の特徴がみられ細胞鑑別が可能となる.

即 ち骨髄芽球では未熟好中顆粒の存在により細胞の

同定を行い得る.ま た顆粒のない幼若細胞において

も核,核 小体,糸 粒体,小 胞体等の形態を綜合検討

することにより,細 胞種を決定 しうることが多い.

淋巴芽球.細 胞は小型,辺 縁平滑で細胞質はせま

い.糸 粒体は大型で短桿状乃至類円形で明るく膨化

し易 く, Cristaeの 乱れがあるものがある.糸 粒体

内顆粒は極めて少数,細 胞中心域又はその他の部分

に散在す る.胞 体には顆粒は稀である.高 電子密度

の脂肪顆粒をみることがある.粗 面小胞体は甚だ少

く,滑 面小胞体は少数ある. Golgi体 の発育は貧弱.

 fibrillar formationは み られない.核 は類円形で屡

々大なる切れ込みを有する.核 質は暗く,色 質結節

はない.核 仁糸の構造は比較的明瞭である.淋 巴肉

腫では通常の淋巴芽球に比し糸粒体が比較的小型で

長いものが多いことが特徴で,そ の他の所見は淋巴

芽球に類似 している4).

骨 髄芽球.細 胞は中型,辺 縁は比較的平滑,時 に
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小突起を みる.細 胞質 は 中等度.糸 粒体 は中等大

で短桿状乃至類円形を 呈 し時に細長い.最 も暗 く

Cristaeの 乱れはない.糸 粒体内顆粒は1～数箇認め

られる.糸 粒体は核の陥凹部主として中心域に分布

する.胞 体には未熟顆粒を少数認める.粗 面小胞体

は少数で細胞全域に散在する.滑 面小胞体 も少数存

在する. Golgi体 の発育は中等度で ある. Fibrillar

 formation2), 6)あ り, Auer小 休 を認めることがある.

核は類円形乃至腎形で,中 等度電子密度,辺 縁に僅

かに色質結節あり.核 仁糸は明瞭乃至不明瞭である.

急性骨髄性白血病の骨髄芽球は慢性骨髄性白血病の

骨髄芽球と大差はないが,核 の陥凹著明なものが多

くなりGolgi体 は小さくなる7). Peroxidase反 応 陰

性の骨髄芽球においても上述と同様の所見を呈する

といわれている8).

単芽球.細 胞は大型,不 整形で辺縁凹凸,不 規則

な突起あり,糸 粒体は小型で短桿状乃至類円形を呈

し,暗 く, Cristaeの 乱 れ あ り,糸 粒体内顆粒を有

し,細 胞質全域に散在する.一 部中心域に集合して

存するものもある.胞 体には小型,略 円形の未熟顆

粒が散在する.粗 面小胞体は少数.滑 面小胞体は比

較的多数ある. Golgi体 の発育は中等度で放射状排

列を認める. Fibrillar formationあ り.核 は類円形

で切れ こみは中等度,核 質は明るく色質結節はない.

核小体は大きく,紐 状構造の集塊としてみられ る.

赤血白血病の赤芽球では胞体,核 型の不整,巨 大

化,核 分葉,成 熟度の解離(核 小体遺残,線 状小胞

体, Golgi体 が成熟した赤芽球にもみられる)が み

られ,糸 粒体は小型のものが多数存 し,分 布異常を

示す3).

以上最近における白血病細胞の分類に関して述べ

たが,従 来の方法とともにこれらの観察法を加えて

綜合判定を行 うならば殆んど確実に細胞種別を決定

することが可能であり,臨 床面においてできるだけ

広 く利用されることを切望す る.

なお参考までに各観察法による所見の概要を表示

した.

表1　 各 芽 球 のMay-Giemsa染 色所 見 上 の特 徴
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表2　 ブリラン トクレシール青超生体染色所見

表3　 位 相 差 顕 微 鏡 所 見
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表4　 生 体 染 色 所 見

表5　 細 胞 化 学 的 所 見
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表6　 螢 光 所 見

表7　 電 顕 像
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In the attempts to classify leukemic cells it is often difficult to identify cells solely 
with fixed and stained blood smears as in acute leukemia where the percentage of blast cells 
is high. In such instances, however, it is generally possible to distinguish most cells when 
vital observations are carried out in conjunction with cytochemical methods, fluorescence micro 
scopy, as well as electronmicroscopy. The results of these observations have been briefly sum
marized.

The characteristic findings of lymphoblasts, myeloblasts, and monoblasts as revealed by 
May-Giemsa staining, brilliant cresyl blue supravital staining, phase-contrast microscopy, vital 
staining and electronmicroscopy. are illustrated in the tables.


